
2014年10月15日 日中友好新聞 第２３３３号付録 （昭和25年9月13日第三種郵便物認可）

2014年１０月号
日本中国友好協
会大阪府連合会
〒530-0012
大阪市北区
芝田2-3-19

東洋ビル本館207
TEL06-6372-8131
050-3413-6491

FAX06-6372-8132
郵便振替口座
00970-5-8978
E-mail:jcfa@j

t8.so-net.ne.jp
ホームページ
http://www005.u
pp.so-net.ne.jp
/jcfaosaka/

大
阪
西
支
部
は
九
月
二
八
日
、
府

連
文
化
教
室
で
、
二
七
名
が
出
席
し
、

定
期
総
会
を
開
き
ま
し
た
。
府
連
山

本
副
会
長
が
、
来
賓
挨
拶
を
兼
ね
て

「
言
論
Ｎ
Ｐ
Ｏ
」
日
中
同
時
世
論
調

査
で
は
、
両
国
民
の
「
日
中
関
係
」

の
評
価
は
最
悪
で
、
世
界
の
中
で
異

常
な
結
果
が
出
て
い
る
、
今
後
の
日

中
関
係
に
も
悲
観
的
な
見
方
が
増
え

て
い
る
と
紹
介
が
あ
り
ま
し
た
。

討
論
で
は
組
織
五
原
則
に
基
づ
き
、

毎
月
行
な
っ
て
き
た
、
水
餃
子
や
太

極
拳
、
き
り
え
な
ど
の
行
事
に
つ
い

て
、
十
三
名
か
ら
活
発
な
発
言
が
あ

り
ま
し
た
。
昨
秋
の
関
西
太
極
拳
ま

つ
り
や
三
月
の
中
国
百
科
試
験
、
七

月
の
太
極
拳
教
室
１
０
０
期
記
念
文

化
祭
な
ど
で
、
表
方
や
裏
方
と
し
て

支
え
て
き
た
こ
と
を
紹
介
、
引
き
続

き
が
ん
ば
っ
て
い
こ
う
と
確
認
し
ま

し
た
。

仲
間
つ
く
り
で
は
一
進
一
退
で
増

減
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
本
部

か
ら
の
会
員
拡
大
と
緊
急
募
金
の
要

請
や
、
映
画
「
望
郷
の
鐘
」
上
映
成

功
の
た
め
に
大
い
に
広
め
て
い
く
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
本
年
度
活
動
報

告
・
会
計
報
告
、
次
年
度
活
動
方
針
・

予
算
と
新
た
に
一
名
を
加
え
た
役
員

案
も
拍
手
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
の
三
〇
年
会
員
へ
の
お
祝
い

に
、
会
員
の
方
が
描
い
た
似
顔
絵
に

寄
せ
書
き
を
し
て
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま

し
た
。
恒
例
の
一
品
持
ち
寄
り
懇
親

会
は
手
作
り
料
理
や
太
極
拳
、
き
り

え
な
ど
話
が
は
ず
み
ま
し
た
。

西
支
部
定
期
総
会
に
二
七
名

毎
月
の
行
事
な
ど
発
言 府連通信

民
間
人
で
あ
り
な
が
ら
、
生
涯
を

残
留
孤
児
た
ち
の
肉
親
捜
し
に
さ
さ

げ
、
献
身
的
な
愛
で
さ
さ
え
「
残
留

孤
児
の
父
」
と
言
わ
れ
た
山
本
慈
照

を
モ
デ
ル
に
し
た
感
動
の
劇
映
画
。

日
本
の
中
国
侵
略
戦
争
で
多
く
の
犠

牲
者
を
出
し
た
満
蒙
開
拓
団
の
悲
劇

を
題
材
に
し
た
劇
映
画
「
望
郷
の
鐘
ー

満
蒙
開
拓
団
の
落
日
」
は
、
ロ
ケ
な

ど
撮
影
は
終
わ
り
、
現
在
十
二
月
の

上
映
め
ざ
し
編
集
作
業
が
行
わ
れ
て

い
ま
す
。

マ
ス
コ
ミ
で
の
関
心
も

高
く
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
で
は
八
月

の
お
は
よ
う
日
本
で
紹
介
、

Ｎ
Ｈ
Ｋ-

Ｂ
Ｓ
１
「
国
際
報

道
２
０
１
４
」
で
は
「
知

ら
れ
ざ
る
満
蒙
開
拓
史

日
中
で
語
り
継
ぐ
」
特
集

の
中
で
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

映
画
関
係
者
の
話
で
は
、

映
画
の
完
成
前
か
ら
新
聞
、

テ
レ
ビ
で
の
報
道
は
異
例

で
、
マ
ス
コ
ミ
の
関
心
の

高
さ
を
示
す
も
の
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
上
映
成
功
の
た
め
、

宣
伝
用
の
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
版
も
で
き

あ
が
り
、
各
団
体
、
地
域
で
上
映
を

す
す
め
る
資
材
と
し
て
大
い
に
活
用

し
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

現
在
八
二
歳
に
な
る
山
田
火
砂
子

監
督
は
、
「
若
者
に
は
、
い
い
加
減

な
報
道
を
見
破
る
力
を
持
っ
て
ほ
し

い
と
思
い
ま
す
。
満
蒙
開
拓
団
の
話

は
、
決
し
て
昔
の
事
で
終
ら
す
事
の

出
来
な
い
『
い
ま
』
に
つ
な
が
る
話

な
の
で
す
。
悲
惨
な
戦
争
を
体
験
し

た
世
代
と
し
て
私
は
た
だ
た
だ
平
和

な
日
本
で
あ
り
た
い
と
、
こ
の
『
望

郷
の
鐘
』
を
作
ろ
う
と
決
心
し
ま
し

た
。
」
と
映
画
製
作
の
熱
い
想
い
を

語
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。

こ
の
大
阪
で
も
、
監
督

の
想
い
と
心
ひ
と
つ
に
な
っ

て
、
若
い
世
代
を
は
じ
め
、

戦
争
体
験
者
・
引
き
揚
げ

体
験
の
世
代
も
こ
の
映
画

か
ら
歴
史
の
真
実
を
学
び
、

改
め
て
平
和
の
大
切
さ
を

考
え
る
機
会
に
な
れ
ば
と

願
っ
て
い
ま
す
。

吹
田
市
で
も
一
月
十
五

日
、
メ
イ
シ
ア
タ
ー
で
三

回
の
上
映
が
準
備
さ
れ
て

い
ま
す
。

映
画
「
望
郷
の
鐘
」

吹
田
で
も
上
映

１０月から２０回、２時間授業

初級から上級まで、２０数クラス

会場：日中友好協会 中国語教室

入学金：18,000円、受講料：48,000円

途中入学可、個人レッスンも有

生徒募集中、御紹介下さい

第101期中国語講座開講
毎年好評のカレンダーの販売を始め

ました。大阪府連から応募した廣原

資泰さん(４月)と玉井質さん(１２月)

の写真が掲載されています。Ｂ３版、

13枚綴り定価：１，２００円

お申し込みは府連事務所まで！

2015カレンダー中国悠久の旅販売中

西
支
部

き
り
え
で
創
る

干
支
色
紙
講
習
会

十
一
月
二
六
日
・
二
時
〜
九
時

日
中
大
阪
文
化
セ
ン
タ
ー



日
中
本
部
推
進
ニ
ュ
ー
ス
№
２
９
か
ら

全
国
の
力
で
大
き
な
動
き

東
京
、
愛
知
、
兵
庫
、
福
岡
な
ど

の
大
幅
増
で
、
五
日
現
在
、
大
会
現

勢
比
六
〇
名
の
純
増
に
、
福
岡
県
連

大
会
を
前
に
大
き
く
前
進
九
月
に
十

六
人
増
、
一
〇
月
に
入
っ
て
十
四
人

増
と
報
道
さ
れ
て
い
ま
す
。

東
京
都
連
は
九
月
末
で
、
会
員
八

名
、
準
会
員
八
名
、
大
会
現
勢
比
で

十
四
名
の
増
加
と
な
り
ま
し
た
。
兵

庫
県
連
で
は
事
務
所
で
開
催
し
て
い

る
太
極
拳
教
室
の
受
講
者
四
名
が
新

聞
読
者
に
な
り
ま
し
た
。

大
阪
府
連
で
は
西
支
部
が
総
会
を

前
に
準
会
員
二
名
と
一
〇
月
の
河
内

ワ
イ
ン
館
へ
の
行
事
で
会
員
一
名
、

本
部
の
訴
え
に
応
え
て
会
員
か
ら
の

紹
介
で
二
名
、
中
国
研
究
会
の
参
加

者
か
ら
会
員
一
名
が
増
加
し
ま
し
た
。
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九
月
十
八
日
午
前
九
時
十
八
分
、

大
連
市
内
は
サ
イ
レ
ン
が
鳴
り
響
き

ま
し
た
。
瀋
陽
の
９
１
８
記
念
館
で

行
わ
れ
て
い
た
式
典
に
中
央
の
幹
部

を
迎
え
、
全
国
的
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

「
え
ら
い
長
い
防
火
訓
練
や
な
！
」

と
思
っ
た
旅
行
者
も
い
た
そ
う
で
す
。

も
ち
ろ
ん
関
東
軍
に
よ
る
陰
謀
は
白

昼
堂
々
で
は
な
く
夜
間
に
密
か
に
行

わ
れ
ま
し
た
が
・
・
・
。

今
年
の
春
節
に
行
っ
た
時
に
ま
だ

盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
た
「
釣
魚
島
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
」
は
影
を
ひ
そ
め
、
「
関

東
軍
の
歴
史
」
や
「
Ａ
級
戦
犯
と
は
」

な
ど
愛
国
教
育
的
な
も
の
に
変
わ
り

ま
し
た
。
漫
画
チ
ッ
ク
な
抗
日
ド
ラ

マ
は
い
ま
だ
健
在
、

驚
い
た
の
は
香
港
の

デ
モ
の
報
道
、
強
制

的
な
中
断
な
し
に
普

通
に
放
送
さ
れ
て
い

ま
し
た
。

街
は
国
旗
や
色
と

り
ど
り
の
旗
が
飾
ら
れ
、
夕
方
に
な

る
と
そ
れ
ぞ
れ
の
社
区
（
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
）
で
は
集
団
舞
踏
の
け
い
こ
。

国
慶
節
に
コ
ン
テ
ス
ト
で
も
あ
る
の

で
し
ょ
う
か
？
新
聞
や
テ
レ
ビ
で
は

黄
金
週
間
に
向
け
マ
ナ
ー
向
上
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
！
「
光
盤
行
動
（
お
皿
を

き
れ
い
に
）
食
べ
残
し
を
せ
ず
、
残

れ
ば
打
包
（
お
持
ち
帰
り
）
し
よ
う
！
」

「
ご
み
は
ご
み
箱
に

捨
て
よ
う
！
」
「
順

番
に
列
に
並
ぼ
う
！
」

一
日
か
ら
七
連
休
、

そ
の
た
め
九
月
二
八

日
と
一
〇
月
十
二
日

は
日
曜
出
勤
。
円
安

も
手
伝
っ
て
日
本
へ

の
旅
行
は
大
人
気
。

逆
に
日
本
か
ら
の

旅
行
者
は
た
い
へ
ん
。

関
空
の
両
替
所
で
聞
く
と
一
万
円
で

た
っ
た
の
５
０
０
元
、
大
連
の
空
港

で
も
５
２
０
元
、
市
内
で
一
番
レ
ー

ト
が
良
い
と
さ
れ
る
工
商
銀
行
で
も

５
６
０
元
で
し
た
。

何
年
か
前
の
８
３
０
元
か
ら
す
る

と
そ
の
差
は
き
び
し
い
！
安
倍
経
済

学
（
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
）
は
海
外
で
も

国
民
を
い
じ
め
ま
す
。

(

石
井
勉
）

府
連
定
例
研
究
会
は
番
外
研
究
会

と
し
て
、
こ
の
八
月
、
山
西
省
大
同

に
お
け
る
黄
土
高
原
植
樹
ツ
ア
ー
に

参
加
さ
れ
た
会
員
副
島
昭
一
（
元
和

歌
山
大
学
教
授
）
先
生
の
体
験
を
聞

く
勉
強
会
を
開
催
し
、
十
名
が
参
加

し
ま
し
た
。

こ
の
事
業
は
、
大
阪
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
「
緑
の
地
球
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
が

大
同
市
総
工
会
と
連
携
し
て
、
二
十

年
以
上
に
わ
た
っ
て
取
り
組
ま
れ
て

い
ま
す
。
２
０
０
０
年
前
に
は
緑
に

溢
れ
、
今
は
砂
漠
化
し
た
高
原
に
、

自
然
の
植
生
を
回
復
す
る
と
い
う
気

の
遠
く
な
る
よ
う
な
事
業
で
す
。

総
工
会
の
基
地
「
緑
の
地
球
環
境

セ
ン
タ
ー
」
で
は
研
究
、
育
苗
、
人

材
育
成
が
進
め
ら
れ
、
植
樹
ツ
ア
ー

参
加
者
は
大
同
全
域
に
ま
た
が
る
植

樹
地
で
「
コ
ノ
テ
ガ
シ
ラ
」
、
「
油

松
」
な
ど
を
植
樹
し
て
い
き
ま
す
。

副
島
先
生
の
ツ
ア
ー
は
六
泊
七
日

の
植
樹
行
で
、
三
箇
所
の
植
樹
、
四

箇
所
の
事
業
場
見
学
を
行
い
ま
し
た
。

「
比
較
的
ご
高
齢
な
の
に
？
」
と
い

う
質
問
に
は
、
「
以
前
か
ら
中
国
の

環
境
問
題
に
は
関
心
を
も
っ
て
い
ま

し
た
。
高
齢
者
へ
の
配
慮
も
行
き
届

い
て
お
り
、
も
う
一
度
乾
燥
し
き
っ

た
春
に
ト
ラ
イ
し
て
み
た
い
」
と
笑

顔
で
答
え
ら
れ
ま
し
た
。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
河
本
公
子
さ
ん
、

同
様
に
内
モ
ン
ゴ
ル
で
砂
防
林
事
業

に
取
り
組
む
Ｎ
Ｇ
Ｏ
か
ら
津
田
實
さ

ん
も
参
加
さ
れ
、
な
ご
や
か
に
意
見

交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

（
山
本
恒
人
）

中
国
・
黄
土
高
原

大
同
植
樹
ツ
ア
ー
に
学
ぶ

１２月１３日（土）１４：００(開場13：30）

クレオ大阪中央ホール
地下鉄谷町線「四天王寺夕陽丘」下車
前売り券発売中：大人１２００円

当日券：大人１５００円、学生１３００円

九
一
八
と
一
〇
一
の
谷
間

円
安
で
中
国
旅
行
は
た
い
へ
ん

「望郷の鐘」満蒙開拓団の落日

１２月に完成披露有料試写会

日
中
友
好
協
会
は
極
め
て
厳
し

い
財
政
の
現
状
を
打
開
し
、
日
中

友
好
運
動
の
一
層
の
発
展
に
つ
な

げ
る
た
め
、
会
員
・
準
会
員
１
２

０
０
名
の
拡
大
と
、
財
政
改
善
の

た
め
の
特
別
募
金
を
訴
え
て
い
ま

す
。「

緊
急
募
金
」
は
１
０
０
０
円

を
一
口
と
し
て
協
力
を
広
く
訴
え
、

総
額
１
０
０
０
万
円
を
目
標
に
取

り
組
み
ま
す
。
可
能
で
あ
れ
ば
二

口
以
上
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。
取
り
組
み
期
間
は
一
〇
月
末

を
目
標
に
し
て
い
ま
す
。

会
員
の
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

日
中
友
好
運
動

緊
急
募
金
の
訴
え

河内ワイン館へ １０月の西支部行事

として、５日(日)河内ワイン館へ、ワインの出き

るまでを詳しく説明され、手作りのキッシュと干

しブドウをあ

てに、赤と白

のワインの試

飲を楽しみま

した。

人民網日本語版から


